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クロマグロ( 幼魚の魚群行動に与える照度の影響

)6

)

(

iltsena'


9

hunnuson
T


39-98近世 ̂ 一単位学部紀要
A

福田 漠生*･島津 虞介**･石橋 泰典**･倉田 道雄***
津田好史***･鈴木勝也****･高木 力** 

'近畿大学大学院出草研究科水産学呼Jk

H道銀大草出挙部水産学科

目 +近幾人草水産研究所 

H.t北海道 大′芋人乍院水産什学研兜料 

魚がどのようにして群れを形成するかは一･見複雑 unTh mLSO は高速巡航遊泳能力をもち,

太平洋の熱帯 ･温帯域を大回避するサバ科の大型

魚である｡高い稲光的価値を持つ魚であるが,近

年その資源数が減少 し続けているといわれてい

る.市場への安定供給 と天然資源の回復のため近

畿大学水産研究所では柾苗生産 ･亜殖技術の研究
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V),ほとんどの健で照度が下がるにつれて群れを

形成しなくなることが掩告されている-′J'･｡また幼

魚期における魚群行動はサバfニトの多くの種でも研 

d=されているが,近年人T種菌生産に成功したクi .tt

ロマグロに槻しては幼魚期の行劫に関する知見が

殆 ど無 い0 本研究 対 象機であ る クロマ グロ 
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緒言

群れrT動は魚粉が示すふよも普遍的な行動の 1つ

であり,被食リスクの軽減や索帥効率の向上,あ

るいは′ヒ I ･aために群れを形成すると#J効率の向 L.)

考えられているl･.
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そうに比えるが,群れを形成する各個体が受ける

感覚刺激に対する皮応行動とそれに伴う各個体l副

の連鎖によって別発すると考えられるO通常 ,騨

れを形成 ･維持する上で視rL'ほ舷も亜要な感覚器

境の彫サ削ますでにいくつかの俺で研究が進んでお 200を行っており,2 年には完令避砲を達成した｡
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つに触 減耗がtある. 人

規模減耗U) FJ A洞 は斬化IllI一JJI:

窟 した｡また各. 

応状態を組織.7

に水師lの個体を撫(紬 こ遡択 しプ7ン氏液で阿

舶皆2された動両像か t,それぞれの個体の吻端●)
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れる･･･｡票≡進遊泳は苦や光など
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の環境変化や,水hllf,
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化するために,ll系列位l;幽eデ

をn体ト'

魚 0)行動を定 U'::

IdVllllJ/_'q 主群 として0

憎にものがゝたるなどの物理

刺激に反応 して起こる｡他1JIにもみられる'7動E (

ではあるが.術突死することは殆どF くマグロ超J:
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肝郎) とSSJ(分離遊泳指数)を節:J'LL.(立.日印体r

定 した (Fi 'g ∠)､｡ l 

JI

l之も近 くにいる個帥''イ 

Masu

J■ILi: のF粗である｡ 

m< /le

"J.. T＼r)とはJ 

al.(200日 は/理学的観点から,lip
l)V 
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動J又応が追いつかずに鮎覚的不定 (に陥って起こ/I:

ると縦/lしている丁･｡観察からも幼魚の矧 'には･';;fL

変化が強 く彬鞘 していると考えられているLl='･J;Elf.

が,その F 

究では衝突 多発j研0 /ロマグロ幼魚を対敦に,照)I

的評(仰ま行われていないOそこで本研'･

度 叫該幼環境が 魚にどのような彬轡をIえているj･

帆 手法 と評抑な観'*を伴うrl動のかを組織 ′ヒPII･/羊
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a)行動に与える照度U)k･
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汐幣 を明 らかにすること
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る｡
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験は条[三-I) ･定に保っためを'卜 U).同冥験以h lJrfl,
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では群れを形成できないことが明らかになった｡ 
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した群れを形成することが示された｡

クロマグロ幼魚は,全ての個体が個体間距離の

小さいまとまった群れを形成するわけではなく,

個体間距離を大きくとって近 くを泳く･数個体だけ

で群れを形成した｡これは同じサバ料であるサワ

ラ幼魚の群行動に頬似し,またマサバ幼魚が袋群

性の高い群れを形成するのとは大きく異なる点で

あった… '｡これには稚魚期以降の生活史におけ
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の衷殖では,筋化後数週間の間に起こる共食いに

よって種苗数が大量に減少することが問題 となっ

ている｡クロマグロやサワラは個体問距離の大き

い群れを形成することによって,共食いのリスク

を軽減させているのかもしれない｡

上述したように,クロマグロ幼魚は51x以上の

照度環境において明順応状態 となり整然とした群

本研究は21世紀COEプログラム ｢クロマグロ

等の魚頬養殖産業支援型研究拠点｣の研究の一部

によったことを付記するとともに,本プログラム

遂行にあたりご協力いただいた関係者各位に深謝

致します｡

れを形成するが, 011未満では群れを形成す

ることができずにランダムな行動を見せた｡マサ

x0. 文献 

011未満の照度環境下でも遊離感丘や
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ラ科)でも,一時的に完全に視覚を無効化処理し

た個体が群れを形成したといった報告もされてい

9
3
4
-3
6
Y k 3or p,


)2
 cisej,ldrGl Wa Mo wizWRassCW, eCS

-tnlpeupl2o.isJF. hBi 9S me A:7181るL2.㌔ 魚株の視覚も人間の視覚と同じく明所視

の状態で最適な視力を示すことから,魚類の視力 )6
8
9
1
(

AF iu

l4o.

s

is
JF.


3
)Higg DM, manL

hBi

も低照度環境下では低下し,視覚による他個体や

1
9
9
-9
7
9
:8
 1(
 )6
9
9
構造物の認識が困難になることが考えられる｡

これらの結果はクロマグロが視覚によって他個

体を認識して群れを形成していることを示唆して

Ryer)4
 CH,011aBL
 

e

ruya,

E lPr co ro. .

kyaza

dsu

)5


Ma gS

Mi

Ma aR Ma maK

1
2
2
-5
1
2
:7
6
r1 6( )8
9
9

おり,当該幼魚の行動に与える照度の影響がマサ

バなどと比較 して非常に大きいことを示 してい

Kogan.ozaS.
T
i hi waS eT. 

2


t


7
2
-7


T ksua,

62
:2
9


mooK 

r1 5(る｡ E lP Sr co rog e. . .

)6

Ma

浮田好史

)000

6


2
4
-7
3


海洋理工学会平成 1年度秋季大会講演論文集:
 

4(


要約

)4
00

クロマグロ幼魚の群行動に与える照度の影響に T kezu
r
Ka.
su
)
7
Ma maS wamuaG, aN, 

:7
Sicenc


aNK ios

ih iseresF

oM,

e6

mbaK
ついて行動学的手法と組織生理学的手法を用いて

)02
3
2
-8
2
2
 1( 01検討した｡異なる照度環境下での魚群行動をビデ

オカメラを用いて観察 した｡クロマグロ幼魚は dsu,N kaaya
)
8
 maSMa aR JijhoS, , 

aM 

K

9


is


T kana,

Sl Ccen

T

P,V

i

d

Tk haeuc

h iseres

isc
)
9


Fi e6

Vi oS arrhJ

51Ⅹ以上の照度環境において,明順応状態 とな り

11x.整然 とした群れを形成するが,00 以下の照

度環境下では群れを形成しないことが明らかとな

2
7
6
-07
6
: 6(
 )3
00

2
4
2
-9


G brunau,

32
:3
7
2
E lP Sr co rog er. . .

mD 

Ma 9( )4
00った｡これらの結果はクロマグロが視覚によって

他個体を認識して群れを形成 していることを示唆 Sy,dsu)01
 Ma aR T kana,JNkaaya,
i
jq maS aM 

9
l Ccen
h isereしており,当該幼魚の行動に与える照度の影響が Fi sS e6

マサバなどと比較して非常に大きいことを示して ll)鈴木勝也,高木 九

2
7
7
-2
7
7
: 6(
 )3
00

鳥揮虞介,福田漠生,村田

いる｡ 修,山本展司.宮下和士

ldrL,dgP ltarr,htcer
i
P)2
1


数理水産科学 3


TJ eB Wa eCS
 

2
2
-5
1
: 0( )5
00

謝辞

dg


Sicenc

P itarr
)
3
1


e1

eBIJ

1
6
9
-3
6
9
:4
9
 5(
 )6
7
9

本稿を終えるにあたり,ご指導ご鞭蛙を賜 りま Jh TtceriP.

した近畿大学農学部水産学科漁業生産システム研 5
:
5
3
A1 31 5
2
3
-h ilyso.P.

)08


JComp.

9
1
(究室の山根 狂教授,光永 靖講師に深 く感謝致し

ます｡ 


